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３５日間の

夏休みが終わ

り、８０日間

という長い２

学期が始まりました。夏休み中は、全国各地で事故や遭難等があり、尊い命が奪われることがあ

りました。幸い、出雲崎中学校の生徒は事故なく登校できたことを喜んでいます。

さて、始業式で次のことを全校生徒に話しました。

（１）日野原重明（医師・７月に逝去）さんの「命（いのち）大切さ」の話
終業式に話したのですが、再度、日野原さんの話をしました。日野原さんは「命は、君たちの

もっている時間だ。心臓がとまったら、人間は死んでしまい、使える時間もなくなる。どのよう

にでも使える自分の時間を、今、君たちはもっている。時間を使うことは、命を使うことです。

これから生きていく時間。これから先の、君たちが使える時間。それが、君たちの命なんです。」

そして、こう続けます。「命は誰にでも平等にあります。そして、自分以外のことのためにも時間

を使ってほしい。」「命を愛する人間になってほしい。命を大切にするには、けんかをしないこと、

人を傷つけないこと」「大きくなったら君のもっている時間を人の命のために使ってほしい！」と

訴えました。日野原さんの言葉をしっかりと受け止めてください。

（２）いじめのない学校にしましょう！
１学期、クラスの友達に対して思いやりのない行動や間違った行動を注意できずに、いじめが

ありました。全校でいじめのない学校にしていきましょう。それには、

①思いやり・・・相手の気持ちになって行動する。

②正義感 ・・・いじめを許さない強い意思をもち、周りの空気に流されない。

③差別意識・・・対等性・平等性をもち、人権意識を忘れない。

（３）行事に燃える！
体育祭、学習発表会、いじめ見逃しゼロスクール集会等、行事に全力で臨

んでほしい。特に先生方に言われてやるのではなく、主体性（言われなくて

も自分・自分達で考えて仲間と共に実行する）をもって行動することを心

がけていきましょう！

夏休みの生徒

の活動を今号と

11 号で紹介しま
す。

（１） 音楽(合唱)コンクール（７月31日）
ＮＨＫ全国学校音楽コンクール中越地区大会に、本校

から３年生と２年生の有志が参加し、課題曲「願いごと

の持ち腐れ」自由曲「予感」を合唱しました。週１回の

授業や昼休み、夏休み中の練習、と限られた時間で練習

してコンクールに臨みました。結果は「銅賞」でしたが

素晴らしい合唱でした。長岡リリックホールで合唱の常

連校に混ざって観客の前で歌う経験はとても貴重だった

と思います。また他校の素晴らしい合唱を聞くことがで

きたこともよい機会だったと思います。ますます表現力が 【中越合唱講習会の様子】

身についたと思います。１０月の学習発表会でも、再度披露します。どうぞご期待ください。

（２） 風景画講習会（８月２日）２年生が参加！
今年で５回目となった『東京藝術大学の学生による風景画講習会』。合宿で出雲崎町を訪れてい

る絵画科の大学生に手ほどきを受けるという貴重な機会に、当校の２年生が参加しました。午前



中は、部活動で汗を流した後、午後１時過ぎに妻入り会館に集合。町教育委員会の金泉・小岩さ

んの指示で、スタートしました。暑い中でしたが、かなり描けた生徒、なかなか進まなかった生

徒といましたが、年齢の近い芸大生の教えに、楽しそうにスケッチする生徒が多かったようです。

特に芸大生のスケッチの素晴らしさに驚いたり、描き方のポイントや絵の具の使い方のコツなど、

丁寧に教えてもらうことができました。最後に、一人一人の良さを褒めていただきました。とて

も有意義な時間だったと思います。

（３）吹奏楽コンクール県大会（８月５日）ＴＢＳこども音楽コンクール（８月７日）
８月５日（土）新潟テルサにおいて吹奏楽コンク

ール県大会が開催され、当校の吹奏楽部は７名の小

編成ながら、大勢の学校に負けない堂々とした演奏

で観客を魅了しました。生徒たちは目標にしていた

県大会に出場できて万感の思いだったと思います。

また、８月７日に前橋市で行われたＴＢＳコンク

ールでは、「優秀賞」を頂き、11 月 25 日(土）東日
本大会に出場が決まりました。３年生は、そこまで

引退できませんが、１・２年生のためにも頑張って

ほしいと思います。会場は江戸川区総合文化センタ

【吹奏楽コンクール県大会】 ーです。ご期待ください。

（４）１年生職場見学（夏休み中）
キャリア教育の取組の３年目。『自分の家族が働いている姿やその職場の様子、あるいは地域で

働く人々の姿を見てみよう』という趣旨で実施した「職場見学」です。事前に保護者の皆様に説

明をさせていただいたところ、多くの方々から御協力をいただき、各事業所に分かれて見学や体

験をすることができました。生徒たちは、積極的に参加した人が多かったと聞いています。今後、

職場見学や体験で感じたことをレポートにまとめる予定です。受け入れていただいた事業所の皆

様、お忙しい中ありがとうございました。今後もよろしくお願いします。

育児休業だった牛膓先生が、復帰しました。小学校でも勤務してい

たので１・２年生も知っていますね。自己紹介を書いてもらいました。

➀学校栄養職員 牛膓 寿美 ②所属学年 ３年部 ④趣味 散歩

⑤抱負・決意 育児休業を終えて出中に帰ってきました。小学生だった

子ども達がたくましい中学生となり、子ども達の成長に驚かされます。

地元の食材を活用した、心も体もあたたまる給食づくりをしながら、

子ども達の成長や健康を食生活の面から支えていきます。よろしくお願い

します。


